
7 

教育 

Education 
 

たとえ何年間にしても、今からお子さんたちはアメリ

カの社会で育ち、アメリカの教育を受けなければなり

ません。今までと違った言葉、雰囲気、クラスメイト、

先生、学校の決まりに、初めは精神的な緊張が続く毎

日かもしれません。しかしアメリカの公立学校は、日

本人をも含めて、英語の分からない子どもたちを受け

入れ、指導してくれます。親としてはそういう教育は

あたりまえという考えを持たず、できる限り学校に協

力する姿勢が大切です。日本と違って、いかに多くの

ボランティアの父母が学校を支えているか、それが学

校の運営をも支えているかがきっと分かるでしょう。

また、アメリカの社会教育制度は充実していて、幼児

から老人まで、やる気さえあれば、気楽に学ぶことが

できます。 
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《アメリカの教育制度》 

 

 

保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、専門学校、短期大学、大学、大学院（修士、博士課程） 

出典 https://en.wikipedia.org/wiki/Education_in_the_United_States
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アメリカの教育 
 

アメリカでは日本の文部科学省にあたる連邦政府教育庁が教育全般を担当し

ているが、全国的な教育内容にまで細かな統制をせず、教育権限はほとんど各

州・各学校区に任されている。そのため各学区の教育委員会が授業のカリキュラ

ム、教科書、休日なども独自に決定しているので、全国的に均一の教育内容で

はない。 

 

教育制度 

各学区には普通、複数の小学校があり、中学校・高校はだいたい各 1 校ずつ

であるが、町によって違いがある。小さな町の場合は、小学校・中学校・高校も周

辺の町と合同で設置していることがある。英語のできない外国人の子供は 

ESL（English as a Second Language）の授業を受ける。または、地域によって

は限定された学校に通うこともある。バイリンガルプログラムが設けられている学

校もある。 

教育制は 6・3・3制、4・4・4制、6・6制など、各学区によって異なる。学年は小

学校 1年から高校まで通して 12年制（例えば、4年制 High Schoolの 2年生

は 10年生）となる。 

 

●義務教育 

義務教育期間も各州によって異なるが、Kindergarten から高校卒業までの

13 年間を無償教育期間としているところが多い。優秀な生徒は飛び級するこ

ともできるし、親や本人、先生の考えによりもう一度同じ学年にとどまることもで

きる。 

 

●学校予算 

公立学校の場合、学校予算は住民が払う地方税と政府や州の補助金、企業

の寄付などによってまかなわれるので、一般には豊かで教育熱心なコミュニテ

ィほど、教育内容、設備なども整っている。政府や州からの補助金は生徒の出

席日数がもとになるため、出席率や住宅評価が予算に反映されている。アメリ

カでは子供の教育を全て学校に任せるのでなく、積極的に親が学校運営に

参加するのが当然とされている。Fund Raising（学校への寄付金集め）やボ

ランティア活動などは、その代表的なものである。
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▼保育園探し 

3 歳の子供を保育園に入れたい

と思い、友人、隣近所の人、コ

ミュニティーの新聞、広告、電

話帳などで調べました。その中

からこれはと思うものを 2～3

ヵ所選び、実際に 

Administration Office に詳し

いことを聞きに行きましたが、

私立の評判のよいところはす

でに順番待ちで、空きがないと

入れないという状態でした。結

局市が運営しているレクリエ

ーション部門の中にある幼児

クラスに入ることができまし

たが、アメリカもよい保育園に

なると、申込みが殺到するのだ

と知りました。 

アメリカの学校 

幼児教育 

幼い時期から自立させるというのが、アメリカの教育の基本となっている。その

ため小さい時から家庭でも「自分は何がしたいのか」「何が必要なのか」という教

育をしている。 

幼稚園では、3 歳までに自分の身支度、手洗い、うがい、鼻をかむ、用便の始

末等ができることとされている。ここでは子供の自発性、独立心を養うために、教

師は子供が自分で行動するのを見守り発達を促す。 

幼稚園前の幼児教育機関としては、Pre‐Kindergarten、Nursery、Pre‐

Nursery、Daycare Centerがある。 

 

●デイケアセンター（Daycare Center） 

日本の託児所に似た性質を持つ。年齢も乳児から幼児までと幅広い。 

しっかりした教育プログラムを持っているもの（政府、教会、地域、学校、企業

グループが運営している）から、個人の家やアパートの一室に近所の子供を

預かっているものまで多様である。私立は色々あるので、ライセンス

（Department of Healthが発行）のあるところを選ぶ方が安全。 

 

●プレナーサリー／ナーサリー（Pre‐Nursery / Nursery） 

プレナーサリーは 6 ヶ月児から 3歳児まで、ナーサリーは 3歳児、4歳児を対

象。経費に差があるので、教育方針や設備等を調べた上で決めるとよい。友

人、知人からも情報を得るとよい。 

 

●プレキンダーガーテン／キンダーガーテン 

（Pre‐Kindergarten / Kindergarten） 

プレキンダーガーテンは 4 歳児を、キンダーガーテン（幼稚園）は 5 歳児を対

象。プレキンダーガーテンのクラスは地区によって違うので、問い合わせる方

がよい。
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キンダーガーテンは義務教育として小学校に併設されていて、小学校への準

備段階として考えられた教育をする。話し方、本読み、作文、算数、図工、音

楽、理科、保健、体操、コミュニケーション（人間関係）などを教師と遊びながら

学ぶ。時間は午前中だけ、午後まで、午後から、または 2 学期過ぎころから午

後までと、学区によって違う。公立は学区内の住民なら誰でも入園できるが、

生徒数が私立より多い。私立は人数も少なく、個性に合った教育をしていると

ころが多い。授業料は私立の中でも幅がある。 
 

●プレスクール（Nursery等）を選ぶ時のポイント 

・ 必ず子供を連れて見学に行く ・ 免許状が提示されているか 

・ 子供の昼寝時間の確認  ・ 先生 1人につき子供が何人か 

・ 月謝    ・ 設備（日当り・非常口など） 

・ 延長保育（Extend Program）はあるか 

・ 教育内容や毎日のスケジュールが文書または印刷物になっているか 

・ おやつや昼食はどういう決まりがあるか、アレルギーの子供に対する対応は

どうか 

・ 友人、知人、卒園生の親から事前に情報を得る 

・ 日本人に対する理解はどうか（かつて日本人の子供がいたことがあるか、ま

たは今いるか、日本人の習慣を理解してくれている先生方がいるか、など） 

・ 図書館やおもちゃ屋などに置いてある“Boston Parents Paper”という無

料の新聞に情報が載っている 
 

公立校（パブリックスクール）への編・入学手続き 

アメリカの学校の新学期は 9月で、終了は 6月。9月にキンダーガーテンに新

入園する年齢の子供がいる家庭には、5 月頃までに学校または教育委員会から

連絡があるが、渡米したばかりの家庭や、通知のない家庭の場合は問い合わせ

た方がよい。問い合わせは、その学区の教育委員会（Board of Education or 

School Department of Town）で、連絡すると住所により学校が指定される。次

に、指定された学校に面会の予約をとる。手続き方法は地域により異なる。 
 

●持参する書類（例）  ☆面談の予約をとる際に聞いておくとよい 

・ 保護者である証明書 

・ 出生証明書（Birth Certificate）：パスポート等 

・ 予防接種証明書（Immunization History）：英文に訳したもの 

・ 前の学校での在学および成績証明書：英文に訳したもの 

・ 居住地を証明するもの：家屋の賃貸契約書、電話、ガス等の請求書の 

コピー
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●現地校から渡される書類（例） 

・ 入学申込書 

・ 緊急時連絡用調査書：学校で子供に何かあった時の連絡先 

・ 健康診断書：編・入学する子供はすべて提出しなければならない。現地医

師による新しいものが必要。 

・ 予防接種証明書：予防接種の種類と回数が日本と違うので、注意が必要。

完全に済ませないと入学を許可されないこともある。現地に着いたらなるべ

く早くホームドクターを決め、母子手帳を持参して、健康診断書（Medical 

Report）と予防接種証明書（Immunization History）を書いてもらうとよい

（医師によっては、予約を取るのに時間がかかることもある）。アレルギーの

ある子供は、その旨を医師に知らせて記入してもらう。 

 

●マサチューセッツ州学校予防接種法（Massachusetts School 

Immunization Law）で定められた接種 

年によってかわるので、主治医には 1年に1回、健康診断も兼ねて予約をとる

ことが望ましい。接種する時期、年齢や回数なども異なるので、医師に問い合

わせた方がよい。以下は主なもの。 

・ Hepatitis B（B型肝炎） 

・ Lead Screening（鉛テスト）☆キンダーガーテンに入園する際は、必要。 

・ DTAP／DTP（ジフテリア、百日ぜき、破傷風の 3種混合） 

・ DT／TD（ジフテリア、破傷風） 

・ Polio（小児まひ） 

・ Hib（Haemophilus influenzae B：ヘモフィルス－インフルエンザｂ型菌） 

・ Varicella（水痘） 

・ MMR（はしか、おたふくかぜ、風疹の 3種混合） 

・ TB(ツベルクリン反応) 

 

●学校関係者との面談 

書類提出の際に、子供と一緒に校長、またはガイダンスカウンセラーとの話し

合いがある。決まっていれば担任とも会う。ESL の教師、スクールナースと子

供の状態を話し合う場が設けられる時もある。アレルギーのある子供や特別な

ケアーの必要な子供がいる時は、よく話し合って連絡のとり方などを確認して

おく。現在アメリカでもアレルギーの問題は深刻である。それだけに学校でも

真剣に取り組んでおり、スナックタイムやランチにも特別な配慮をしてくれる。

アレルギーを持つ子供の親による学習会が開かれることもある。特別なチェー

ンを首や腕につけて、アレルギーを持つ子供であることを示すなど様々な工

夫があるので、医師やスクールナースなどに尋ねるとよい。
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▼ショーアンドテルって？ 

（Show & Tell） 

主人が幼稚園に行き始めた娘

に、出張先からお土産を買って

きました。すると娘が「ショー

アンドテルの時間にみんなの

前で見せたいから、明日学校に

持っていく。」と言います。日

本なら見せびらかすみたいで、

いじめの対象になりそうなの

にと思いました。アメリカでは

みんなにそういった珍しいも

のや体験談を話すことによっ

て、本人が人前で発表する仕方

や話し方を学び、他の子供達も

それを見たり聞いたりするこ

とによって、違う体験談を知る

ことができるのです。日本には

ない学習指導だと思いました。 

 

●生まれ月による編入学年の違い 

・ 町や市によって子供の生まれ月と学年に違いがあるので、学区の教育委員

会に尋ねるとよい。 

・ 子供の英語力や親の希望、新学期が始まる月の違いから、日本の学年より

下げて編入させることもできるので、面談の時にガイダンスカウンセラーなど

とよく話し合って決めるとよい。 

 

小学校 

日本のように全国共通の教科書は無く、州や学区によって独自のものを選ん

で使用している。時間割は、教育委員会のカリキュラムに沿って、担任の教師が

決める。そのため、同じ学年でも担任によってカリキュラムの進み方が異なる。 

昼食は、スクールランチを注文する場合はチケットを買う。チケットはオフィスで

現金または小切手で購入する。現金を持っていってその場で買うこともできる。ラ

ンチメニューから好きなものだけを申込み、あとは弁当にしてもよい。昼食の他に、

学校によっては「スナックタイム」があり、簡単なおやつを食べることができる。 

学習指導は個人の能力を重視し、各々の個性を見つけ、それを伸ばす指導

を目指している。子供達は、小さいグループごとに机が配置されている。また、グ

ループに分かれてお互いが助けあいながら学ぶ共同学習が重んじられる。 

宿題は、低学年では出さないところもあるが、担任教師の判断による。初めの

うちクラスメートと同じ量で負担がかかるようであれば、教師と相談するとよい。 

授業中に気分が悪くなったり、トイレに行きたくなった場合は、教師に許可をも

らう。そのための英語は教えておくとよい。 

 

小学校要覧 

●学校時間（School Hours） 

8時30分頃から3時頃までが普通である。始業前には教室に入れない。ベル

が鳴るまでは、指定された場所で待つ。Extend Program（有料）があるところ

が多いので、問い合わせてみるとよい。After School Program（有料）が年間

に数回計画されている学校が多く、スポーツや劇、手芸、美術など多彩なプロ

グラムが用意される。
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●スクールバス 

学校から 1.5マイル以上の地区に住む子供は、スクールバスに乗ることができ

る（地区によっては、2 マイル以上のところもある）。ルートが決まっているので、

教育委員会に問い合わせるか、または各地区で発行するコミュニティ新聞（学

校が始まる前の週に掲載される場合が多い）で調べる。町によって有料・無料

の違いもある。 

 

●悪天候の日の休校（“No School”Announcements） 

ボストン近郊では、冬季に大雪、道路の凍結などのため、始業時間を遅らせ

たり休校にすることがある。各教育委員会が対策を決め、テレビ、E メール、ウ

ェブサイトなどで知らせるので、天候が悪い日には早朝必ず情報を得ること。

また下校時間が早くなる場合もあるため、注意することが必要。 

・ テレビ： Channels 4、5、7 

・ E メールまたはウェブサイト 

 

●欠席（Absence from School） 

学校を休む場合は、朝、オフィスに電話をする（学校によっては、時間や連絡

先が違うことがあるので、学校からもらう Handbook 参照）。電話をしてはいけ

ない学校もある。前もって分かっている時には、担任宛に手紙（Note）を届け

る。 

 

●早退（Early Dismissal） 

緊急の時の早退には、早退届を担任の教師かオフィスに提出する。どんな場

合でも子供は 1人で帰れないため、必ず迎えに行く。 

 

●連絡文の一例 

◎欠席届（事前） 

Our family is going on vacation next week, March 9‐15, 20XX. My 

daughter（son）子供の名前 will be absent from class next week. 

◎欠席届（後日） 

Because of a severe cold, my daughter（son）子供の名前 was absent 

from school from March 8‐10, 20XX. 
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 日付 

Dear Mr.（Mrs./Ms.）先生の名前 

連絡文 

 

 

 Sincerely, 

 親の名前（サイン） 

 

 

◎早退届 

I have to take my daughter（son）子供の名前 to the dentist this 

afternoon. I would like to pick her （him）up at 2:00 pm. 

◎遅刻届 

My daughter（son）子供の名前 was late for school today because of 

an appointment with the doctor at 10:00 am. Please excuse her

（him）late arrival. 

◎形式例 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●ブロック・ペアレンツ（Block Parent） 

登下校中の、または外で遊ぶ子供が何か「危険」にあったときに、この家に飛

び込んで助けを求めることができる。外からよく見える窓に“I’m Here to Help 

You”というピンクの紙が貼ってある。保護された子供は、両親または警察など

に連絡の手助けをされるだけである。子供の対応に関しては、細かく言及され

ている。このようなシステムがある町とない町があるので、最初の面談の際に説

明をよく聞く。 
 

●教科書、学用品（Textbook, Stationery） 

教科書は学校から貸し出される。これは学校の物なので、書き込みや落書き

をせず、カバーをかけて大切に使う。破損した場合は、学年末に弁償する。学

用品は、新学期に教師から指示のあったものを用意する。 
 

●遠足、見学（School Trip, Field Trip） 

学年毎、あるいはクラス別に、カリキュラム強化のために遠足または見学が計

画される。そのつど参加許可の紙を持って帰ってくるので、両親のサインをし

て持たせる。当日必要なもの、または服装をチェックしておく。当日付き添いの

保護者（Chaperone）の車に乗る時は、全ての子供はシートベルトをしなけれ

ばならない。 

☆シートベルトの着用については日本と意識が大変異なるので、注意が必要。

助手席に 12 歳未満の子供を乗せてはいけないことになっている。子供の

友人を車に乗せる時なども、全員にシートベルトをさせるように気をつける。 
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▼サマータイム（Daylight 

Saving Time：夏時間）に

ご用心 

サマータイムになったのを知

らず、子供が学校に遅れてしま

いました。サマータイムへの変

更案内は前日の新聞やテレビ

にも出ています。家中の時計、

車の時計も忘れずに直しまし

ょう。 

●学校公開 

（Open House, School Night, Back to School Night, Curriculum Night） 

新学期に担任の教師がクラスの父母に、自己紹介とクラス（教室：担任の個性

が現われる）紹介、1 年間の学習目標とカリキュラムの説明などをする。ほとん

どが夕食後の 7時～7時 30分ころから始まる。音楽、美術や体育の先生に会

える時間が設定してある学校もある。 

 

●学校訪問（Visitors） 

父母や地区の住民は、いつでも学校訪問ができる。しかし、その場合は必ず

前もって訪問する旨を届けておくこと。 

 

●個人面談と通知表（Conference and Report Card） 

学校にもよるが、大体年に 2回定期的に個人面談が行なわれる。面談は午後

行われることが多いが、その場合はその日の授業は午前中で終わる。両親で

出席するのが望ましいが、都合がつかなければ父母のどちらかでよい。1人に

要する時間は20分位。時間の都合がどうしてもつかない場合は、授業開始前、

または放課後に特別に申し込むことができる。通知表も年に 2 回配布されると

ころが多い。成績表の内容は学年ごとに違い、子供の発育や教科指導による。

評価の仕方も日本とは異なり、個人の進歩に対しての評価であり、本人の努

力を重んじたＥ（Excellent）やＧ（Good）やＮＩ（Ｎeeds Improvement）であ

る。 

 

●先生へのプレゼント 

小学校では、担任教師の誕生日やクリスマス、学年末 、Teachers 

Appreciation Day(5月)に子供がささやかなプレゼントをすることがある。この

場合、高価なものでなく子供が自分の小遣いで買えるものや、手作りのクラフ

ト、クッキーなどにカードを添えてあげると喜ばれる。クラス役員（Room 

Parents）がお金を父母から集めてプレゼントを贈ることもある。 

 

●忘れ物 

子供が忘れていったもの（例えば弁当、楽器、ノート、宿題など）を学校に届け

るときは、授業を妨げないように学校のオフィスに届ける。 

 

●落し物（Lost and Found） 

校内での落し物や忘れ物は、‘Lost and Found’のボックス、または棚に陳列

されている。小さくて壊れやすいものなどはオフィスに保管してあるので、尋ね

るとよい。持ち物には全て名前をつけておくことが望ましい。
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中学校 

5年生～8年生、6年生～8年生、または 7年生～9年生までを中学校として

いるところがある。詳しいことは地区の教育委員会に問い合わせるとよい。各教

科はそれぞれ専門の教師によって指導される。そのため、生徒は各教師のクラス

へ授業ごとに移動する。 

 

中学校要覧 

●学校時間（School Hours） 

朝 7 時 45 分頃から午後 2 時 15 分頃まで。遅刻の場合は、保護者の手紙

（note）をカウンセラーに届ける。1 時間目が始まる前にホームルームがある。

授業後は、決められた活動や許可がない限り学校には残れない。小学校と同

じでExtend ProgramやAfter School Programを設けている学校が多い。 

 

●通学方法 

スクールバスは地区によって決まりが違うので、教育委員会に問い合わせる。

ほかは、徒歩、自転車（ヘルメット着用）または親の送迎による。 

 

●欠席 

欠席の場合は、親がオフィスに連絡をする。また身体の具合が悪くて体育の

授業を受けられない時も、理由を書いた手紙を学校の教師に届ける。Noteや

電話などは学校によって決まりがあるのでそれに従う。 

 

●昼食 

昼食はカフェテリアで購入するか、弁当持参でもよい。 

 

●電話 

事務所の電話は、緊急時の場合のみ使用できる。 

 

●ESL クラス 

他の生徒が英語や社会などの授業をしている時に、ESL のクラスがある。音

楽、体育、図工、数学、理科は一緒のクラスで受ける。普通クラスの授業が受

けられるようになる時期は ESL 教師、カウンセラー、担任の教師が生徒の様

子を見ながら決める。テストを受ける学校もある。
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●フィールド・トリップ 

授業の一部として、美術館、博物館、劇場など、カリキュラム強化のため校外

へ出かける。保護者の許可を得る手紙が渡され、バス代を含む必要経費が前

もって知らされる。許可書に署名し、経費をもたせる。 

 

●集会（Assemblies） 

学校が外部よりいろいろな専門家を呼び、学年別または全学年を講堂やジム

などに集めて、演芸や演奏、講演などを見せたり、聞かせたりする会である。 

 

●生徒自治会（Student Organization） 

ホームルーム選挙で自治会代表が選ばれる。自治会は、顧問の先生と共に、

学校のダンスパーティーや資金集めの催しなど、生徒活動を支援する。 

 

●課外プログラム（After School Program） 

スポーツ、オーケストラ、バンド、コーラス、ドラマなど、放課後色々なコースが

設けられている。興味があれば自由に参加できる。ただしコースにより有料の

ものもある。 

 

高校 

公立高校は、無試験で学校区内高校に進学できる。授業料も国、州、コミュニ

ティの予算でまかなわれる。しかし、地域によって教育水準や設備には差がある。

大学に進学する生徒が多い学校では、進学を目標にした教育内容になり、進学

相談の専任のカウンセラーがいる。各地区の学校の教育水準を知るには、生徒

の学校出席率、ドロップアウト率、SAT（Scholastic Aptitude Test）の平均点、

受けた生徒の率、MCAS（The Massachusetts Comprehensive Assessment 

System）のスコア、大学進学率、進学先などがある。 

高校はほとんどの地区が 9年生～12年生まであり、日本での中学 3年生から

高校 3年生に相当する。9年生をフレッシュマン、10年生をサファモア、11年生

をジュニア、12 年生をシニアと呼ぶ。特にシニアでは、12 年間で一番大きな卒

業式のお祝いがある。小学校、中学校の卒業式は簡単なアセンブリー程度にと

どまるが、シニアでは卒業式の前から色々な行事があり、中でも「シニアプロム」

（Senior Prom）といって、男女のカップルがドレスアップをして学校主催のダン

スパーティーに出かけるのがハイライトである。
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▼主人に帰国命令。子供の
学期終了まで滞在するに
は？ 

ご主人が駐在員ビザならご主

人が帰国した時点で、家族のビ

ザも失効となります。2～3 ヶ月

未満の場合はビザ変更の手続

きをすれば簡単です。子供と母

親とあわせて短期ビジタービ

ザ（B-2 ビザ）への変更を申請

するとよいでしょう。しかし 3

ヶ月以上となると子供だけ学

生ビザ（F-1 ビザ）を得ること

が最適でしょう。その場合は子

供だけなので、母親はビザ無し

で滞在できる 90 日間で入国を

繰り返すか、または自分自身も

フルタイムの学生になるかの

方法が考えられます。 

 

 

 

▼2005 年から導入 

TOEFL iBT® テストは 2005 年 9

月に米国で導入され、日本では

2006 年 7 月から開始されまし

た。｢読む｣｢聞く｣｢話す｣｢書く｣

の 4技能を総合的に測定されま

す。テストセンターにて全セク

ションコンピュータ上で受験、

テスト所要時間は 4-4.5 時間、

全セクションでメモをとるこ

と（ Note-taking）が可能、

Speaking セクションでは、マイ

クに向かって話し音声が録音

される、同時に複数の技能を測

定する問題（Integrated Task）

が出題されるなどの特長があ

ります。 

高校要覧 

●ガイダンス・カウンセラー 

進学指導や生徒の 4 年間の相談相手になる人。高校入学と同時に各自のカ

ウンセラーを紹介される。卒業までの 4 年間同じカウンセラーが、個人的な問

題、家庭の問題、志望大学の選択など、本人はもとより、必要に応じて保護者

とも一緒に相談にのってくれる。話し合いを希望する場合は、連絡をとる。 

 

●成績表 

A、B、C、D で評価される。F（Failure）は不合格、P（Pass）は合格、W

（Withdrawn）はコースを中退、I（Incomplete）は未履修、NG（No Grade）

は評価されないという意味。不合格になった科目や単位を増やしたい科目に

ついては、夏に補習授業としてサマースクールがあり、そのコースでとれるもの

もある。 

 

●大学入学の審査基準 

アメリカの大学へ入学するには、成績の他に生活態度、スポーツ、音楽、美術、

ボランティア活動など、色々な点でも審査される。そのための準備を、ガイダン

ス・カウンセラーと話し合いながら、9 年生から進めていく。まず、進学に必要

な単位を全て取得していることが前提である。出願の際は、自分自身のことや

経験を述べたエッセイ、または大学側が与えた課題についてのエッセイを提

出。カウンセラーや学校内外の指導者、関係者からのレポートや推薦状（これ

には成績表の説明、生徒の性格、長所、短所、部外活動、学習態度などが記

入される）、そのほかに大学が要求する SAT、SATⅡ、ACT といった大学進

学標準テストの成績が必要である。このテストは日本のように大学が個別にす

るのではなく、民間のテスト会社がアメリカ国内と世界各地で同時に行うもので、

各自が在学中に受け、その点数を志望する大学に報告する。1年に複数回あ

り、何回でも受けられる。本人が実際に志望大学を訪問し、面接を受けること

もある。最後は面接で志望大学より面接日の知らせを受け面接に臨む。 

 

●大学進学のためのテスト 

◎TOEFL（Test of English as a Foreign Language） 

英語を母国語としない学生が、アメリカの大学に入学を希望する場合、英

語力を評価するテスト。外国人の入学希望者には TOEFL のスコアの提出

を義務づけている大学も多いが、それだけでは評価されない。
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◎SATⅠ（Scholastic Aptitude TestⅠ）（Reasoning Test） 

アメリカの大学に進学を希望する学生に行なわれる標準テスト（主として

11・12 年生が受験する）。英語と数学の基礎学力や思考能力を判定するも

の。テストの内容は、言語適性テスト（Verbal Section）と数学適性テスト

（Mathematical Section）からなる。リーディング、ライティングと数学は各

800 点満点で、英語はかなり難しい。テストは何回受けてもよいが、成績は

全て希望の大学に報告される（ほとんどの大学は一番良い点数だけを見る

ことになっている）。 

◎SATⅡ（Scholastic Aptitude TestⅡ）（Subject Test） 

SATⅠは英語と数学の一般学力テストだが、SATⅡは特定の分野の知識

や応用力を見るものである。受験科目は英作文、英文学、アメリカ史と社会

学、ヨーロッパ史と世界文化、数学、外国語、生物、化学、物理等 20 科目

以上あり、マルチプルチョイス式のテストである。大学から最低 1～3科目の

スコア提出を要求されることが多い。 

◎ACT（American College Test） 

American College Testing Programが大学進学希望者のために行う学

力テスト。英語、数学、読解、科学的推量の 4 科目からなる。SATⅠをとれ

ば ACTは必要ない。ACTは南部で主流だが、北部では SATⅠが主流に

なっている。 

 

アメリカの学校生活への適応 

●PTO活動 

教師の協力によって父母が運営するボランティア組織（日本でいう PTA）。入

会は任意。役員会が月 1 回ほど夜に行なわれ、一般の父母も参加できる。学

期の初めに PTOのお知らせで各種のボランティア募集があるので、自分にで

きる項目にチェックして学校に返す。 

ESL の教師などから日本人父母に、日本の紹介を頼まれることがよくあるが、

あまり大げさに考えず、折り紙、習字、日本の食べ物など、自分でできる範囲

で協力するととても喜ばれる。年度初めに会費を納める（任意）。 

 

●日本人父母が参加しやすい PTOボランティア活動 

・ Library（図書係） ····· 図書館で図書の整理や貸し出しの手伝い。週 1～2

回で 2～3時間位。 

・ Printing（印刷係） ···· PTOのお知らせの印刷。 

・ 学校行事の手伝い ···· いろいろな行事の準備、飲食物の販売、あと片付け

などの手伝い。
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▼スリーピングオーバーっ
て？（Sleeping Over） 

小学生ぐらいの子供が、週末また

は誕生日などに友達の家に泊ま

りに行くことです。洗面道具、ま

くらとスリーピングバックを持

っていきます。招いた家では夕食

（夕食後の場合もあります）と朝

食を用意します。子供達はとても

楽しみにしていて、この日は興奮

するようです。 

 

▼大人の時間／子供の時間 

アメリカにいると、子供のために

使う時間が長いと感じません

か？学校やアクティビティへの

参加、友人宅への送迎や、またス

クールバスを使うにしても帰宅

時間には家にいなくてはならな

いし、12 歳以下の子供を一人で

家に置いておくと罰せられるな

ど、放っておけず大変です。しか

し一方で、子供が立ち入れない大

人だけの時間や場所も存在する

ということを知っておく必要が

あります。乳幼児は入れないコン

サートやレストラン、年齢の下限

がある Bed & Breakfast など。夜

6～7 時頃から始まるコンサート

やパーティー、催し物には特別な

場合でない限り乳幼児を連れて

いかないように気をつけましょ

う。また、パーティーに招待され

たら、子供を連れて行っていいか

どうかをはっきり尋ねましょう。

招待状に「Mr.＆Mrs.」と書かれ

ていたら大人だけです。「The 名字

＋s」または「The 名字 Family」

と書かれていたら子供も同伴し

てよいということです。子供同伴

のパーティーでも、大人の会話に

子供は入りませんし、「寝る時間」

になると子供は子供部屋に追い

やられてしまいます。それを当た

り前として育ったこちらの子供

はおとなしく従いますが、日本人

の子供はなかなかそうはいきま

せん。日本人同士なら「お互い様」

で済ませられることが、アメリカ

の中では相手に対して失礼や迷

惑になります。 

・ Hospitality（歓待係） ··············· 学校が主催する会合やＰＴＯ活動で、ケ

ーキやクッキーを作ったり、飲み物を用

意したりする。 

・ Plant, Flower（園芸係） ············ 校舎内外の植木や草花の手入れ。 

・ Lunchの付き添い ··················· 昼食時食堂に立って、ごみ処理の指導

などをする。 

・ Field Tripの付き添い ·············· 博物館、農場などの校外見学の時に、

運転を申し出たり、付き添って参加す

る。 

積極的に参加・協力することにより学校への理解も深まる。 

 

●学校行事 

◎Open House 

父母が学校の中を見学したり、担任の先生から教育方針の説明を受けたり

する。夜に行なわれることが多い。 

◎Parent and Teacher Conference 

教師と父母の面談で、年に 1～2 回行なわれる。両親揃って出席するのが

望ましい。 

◎Show and Tell 

幼稚園や小学校の低学年でよく行なわれる。子供が自分の興味のあるもの

を学校に持って行き、みんなの前でそれについて説明する。 

◎Halloween Party / Parade 

Halloween の日、コスチュームをつけて登校し、パーティーや校庭をパレ

ードしたりする。 

◎School Picnic 

校庭で子供と父母が昼食などを一緒にとる行事（ピクニックとは野外で食事

すること）。 

◎Field Trip 

スクールバスで農場や博物館などへ見学に行くこと。父母が数人付き添うこ

とが多い。 

 

●子供が学校と英語に慣れるために 

・ できるだけ両親が揃って学校行事等に参加する。 

・ 入学前に情報を得る。 

・ まず親が英語に慣れる。 

・ 子供向けの英語のテレビ番組を見せる（Sesame Streetなど）。 

・ 図書館から英語の絵本、DVDなどを借りる。
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▼デイキャンプに参加 

アクティビティーも多数用意

されており、カウンセラーのケ

アも行き届いており、言葉の壁

もあまり感じることなく、楽し

く毎日を過ごしていたようで

す。送り迎えの際も、子どもを

受け渡すのに特別なコード番

号を確認するなど、安全面でも

納得のいくものでした。私立の

学校で行われたプログラムで

したので、施設の面も充実して

いました。（保護者 7 才の子ど

もを参加させて） 

・ 英語を話す友達を作る（バースデーパーティーなどを通じて）。 

また、そうした友達を家に招く。 

・ ボーイスカウト（カブスカウト）、ガールスカウト（ブラウニー）またはソフトボー

ル部やサッカー部等各種活動に参加して、英語を話す機会を増やす。 

・ 英語の個人教師をつける。 

・ 学校の Extend Program を利用して英語環境になるべく長く身を置く。 

 

●ベビーシッター 

マサチューセッツ州では、12 歳以下の子供だけを家に置いておくことは法律

で禁じられているので、大人だけで外出する場合は、必ずベビーシッターを頼

まなくてはならない。 

ベビーシッティングの講習を受けた中・高校生がアルバイトをしているので、学

校や図書館の掲示板で募集し、面接して信頼できそうな人を何人か確保して

おくとよい。報酬は 1時間$10以上。地域によって差がある。  

 

サマーキャンプ・サマースクール 

アメリカの夏休みは 2 ヶ月半と長いので、アメリカの子ども達のほとんどはサマ

ーキャンプやサマースクールに参加する。最近の傾向だが、サマーキャンプやサ

マースクールへの参加を、単なる夏休みの過ごし方の一つではなく、子どもの成

長過程で非常に重要な教育的機会であると捉える保護者が増えている。特に米

国東海岸周辺には質の高いプログラムが多くあることから、アメリカ各地ならびに

海外からも多くの子ども達が、ニューイングランド周辺のプログラムに参加してい

る。 

サマーキャンプとは、自然の豊かな環境の中で、スポーツやアート関連の様々

なアクティビティーに参加できるタイプのプログラムである。全般的に、参加費用

と設備＆提供プログラムの種類と質は比例すると考えてよい。普段なかなか体験

できないスポーツ（乗馬、水上スキー、ウインドサーフィン、フェンシングなど）やア

ート（ステンドグラス、陶芸、銀細工など）クラスを中心に 40種類以上のアクティビ

ティーを提供しているサマーキャンプも少なくない。海外からの参加者のために、

ESL クラスも提供しているサマーキャンプもある。また最近は、特別な分野に絞

ったプログラム（ダンス＆バレエ、音楽、映画製作、乗馬、野球、テニス、ゴルフ、

海洋学、コンピューターなど）にも、人気が集まっている。プログラムにより対象年

齢は異なるが、通いのプログラムは幼児から、滞在型のプログラムは 8 才から参

加できる。 

サマースクールは、スポーツやアート関連のアクティビティーの他に、アカデミ

ックなクラス（ESL クラスも含む）を取り入れたプログラムを提供している。
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▼滞在型キャンプに参加 

どのアクティビティーも楽し

かったようです。自分の好きな

事以外にも、お友達から誘われ

て参加したアクティビティー

も楽しかったようです。きっ

と、お友達やカウンセラーの

方々と一生懸命やって、認め合

えたので色々な事が楽しめた

のではないかと思います。（保

護者） 

まだ、アメリカに来て 1 年なの

で、説明や注意していることが

全然わからなく、ふつうの人の

倍は失敗もしました。けど、や

めたいという気持にはならな

かったです。それは、いつも支

えてくれる友達やカウンセラ

ーの人達がいたからだと思い

ます。キャビンの人達はとても

親切で、何でも相談にのってく

れました。（参加者  Middle 

School 12 才） 

高校生対象のサマースクールには、SAT特訓コースや周辺の大学ツアー、福

祉活動などを取り入れた、大学進学準備に役立つものもある。プログラムにより

対象年齢は異なるが、12 才以上の子どもを対象としたものが多い。プレップスク

ールと呼ばれる私立中・高校、または大学キャンパスで行われるプログラムは、そ

れぞれの学校の充実した設備を利用できる利点がある。しかし、教師陣について

はその学校の教師とは限らず、周辺の公立ならびに私立学校の教師を採用して

いるものが多い。 
 

●サマープログラムの探し方 

質の高い人気のあるプログラムの中には、2月から3月にかけて定員いっぱい

となり締め切っているものもある。アメリカ国内では一切広告をしていないプロ

グラムもある。アメリカ人家庭では、クリスマスごろからサマープログラムのリサ

ーチを始める家庭も少なくないので、できるだけ早くリサーチを始めたほうがよ

い。プログラムによっては、早めに申し込みを済ますと、授業料が割り引きとな

るものもあるのでぜひ利用したい。 

◎11 月から 1 月にかけて、周辺の現地校や日本語補習校で開催されるサマ

ープログラム・フェアや説明会に参加し、どんなプログラムがあるのか基礎

知識を得る。サマープログラム・フェアでは、各プログラムのディレクターと

直接話ができる機会を得やすい。 

◎通いのプログラム（Day Program）または滞在型のプログラム（Resident 

Program）のどちらを選択するのか、期間はどのくらいのものが適している

のか選択する。なかなか見極められない場合は、サマープログラム紹介機

関（次ページで紹介）に、子どもの年齢や渡米してからの状態、子どもの希

望などを資料にして相談してみる。 

◎Tuition（授業料）以外に支払が必要となる費用について、あらかじめ確認

する。プログラムにより、授業料に含まれる費用、含まれない費用がそれぞ

れ異なる場合が多い。また、やむを得ず参加をキャンセルすることになった

場合のキャンセル料についてもあらかじめ確認しておく。 

◎いくつかの候補が絞られてきた段階で、以下のような注意すべき点を各プロ

グラム資料から、またはプログラム事務局へ直接確認する。 

・ プログラム・ディレクターの学歴、履歴、ディレクターとしての実績 

・ 2年、3年と継続して参加している参加者の割合 

・ 生活指導にあたるカウンセラーの平均年齢と学歴 

・ カウンセラーと子どもの割合 

・ プログラムの運営哲学 

・ 医療設備 

・ ACA（American Camping Association）から認可を受けているか 

・ 参加者の感想や連絡先 
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▼サマースクール（通いの
もの） 

参加目的として娘に期待して

いたことは、ESL が必要な英語

力しかない本人が、9 月からの

新学年で、スムーズにスタート

できるように、ということでし

た。今、新学期がスタートして、

その目的が達成されたことが

わかりました。（保護者） 

プログラムに参加したのち、私

は（少しだけ）積極的になった

な、と思います。なぜなら、ク

ラスでは、発言などを自分から

しなければ、どんどん取り残さ

れてしまうからです。それに、

自分で自分のした事、考えた事

をアピールしていかないと、

Grade も上がらないからです。

（参加者 Middle School 13

才） 

●サマープログラム・参照 

◇American Camp Association 

  www.acacamps.org 

1910年に設立された非営利団体。全米にある 2400以上もの認可キャンプを

網羅する。衛生・安全、提供プログラムやスタッフのクオリティーなどについて、

独自の基準項目を設け、各キャンプ・プログラムの認定を行っている。認定の

条件には、キャンプ開催中に行われる抜き打ち検査の結果も含まれている。 

 

●サマープログラム紹介機関を利用する 

◇American Summer Opportunities Association 

☎(781)862-6733（日本語） Fax(617)484-7765  

E メール：info@americansummerop.com 

www.AmericanSummerOp.com 

米国東海岸周辺のサマープログラムの紹介を専門に行っている。日本語で

の問い合わせが可能で、日本人参加者のデータベース（参加後の感想、

連絡先など）も充実している。滞在型のプログラムについては、資料請求・

申込代行などのコーディネーションを無料で提供している。 

◇Student Camp & Trip Advisors 

☎(617)558-7005 / 1-800-542-1233 

E メール：camptrip@campadvisors.com 

www.campadvisors.com 

全国的にサマープログラムの紹介を行っている機関。コーディネーション業

務は行っていないが、紹介するプログラムについては独自にリサーチをし

ているので、安心できる。 

◇CampDepot.com 

www.campdepot.com 

サマープログラムのサーチ・サイト。全国のプログラムを網羅しており、地域、

期間、希望するプログラムタイプ、参加費用などでの検索が可能。 
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（The Japanese Language School of Greater Boston） 
ボストン日本語学校 

 

 

1975 年設立。メドフォード高校の校舎の一部を借用して、土曜日の午前中の

み開かれている。創立時はわずか 25名だった生徒も現在は約 700名。1995年

10月に創立 20周年、2000年 10月には創立 25周年を祝う記念行事が行われ

た。就学児童は特に低年齢の児童が多く、幼稚部は年中、年長の二つになって

から希望者は全員入れる。なお、PTA のボランティア活動による日本語図書館

が併設されている（約 15,000 冊）。開館時間は土曜日の 8:45am～11:30am、

生徒は12:00pm～12:25pmも利用できる（11:30～12：00まではいったん閉鎖）

（2016年 5月現在）。 
 

●ボストン日本語学校所在地 

Medford High School（Community Schools） 

489 Winthrop St., Medford, MA 02155 ☎(781)395-9602（土曜午前のみ） 
 

●ボストン日本語学校事務所 

入学手続き、問い合わせは火～金の 9:00～17:00 まで。 

792 Massachusetts Ave., Arlington, MA 02476 

☎(781)641-2370 Fax(781)641-3860 

www.jlsboston.org info@jlsboston.org 
 

●学級編成 

・ 幼稚部（4～5歳児）：年中 4、年長 5 クラス  

・ 小学部（1～6年生）：21 クラス  ・ 中学部（1～3年生）：6 クラス  

・ 高校部：2 クラス  ・ 日本語部（1・2・3・4・5）：5 クラス 
 

●時間割 

・ 8:55～9:00 ········ ホームルーム 

・ 9:00～9:50 ········ 1時限 

・ 10:00～10:50 ····· 2時限 

・ 11:10～12:00 ····· 3時限 
 

●必要経費  （2016年 5月現在） 

・ 入学金 ·············· 日本人会会員$260・非会員$280 

・ 授業料（1学期） ·· 幼稚部・高校部・日本語部：会員$310・非会員$340 

 小学部・中学部：会員$270・非会員$300 

・ 教材費 ·············· 必要に応じて徴収 

・ PTA会費 ·········· $10（一家族） 
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通信教育・海外子女サポート組織 
 

海外では学べない日本の学校の一般教科の学習、日本語の維持、日本の学

校に受験・編入するための補習として、通信教育は効果的である。 

◇海外子女教育振興財団（海外の小・中学生のための通信教育） 

〒105-0002 東京都港区愛宕 1-3-4 愛宕東洋ビル 6 階 

東京本部通信教育課 ☎(03)4330-1345 

www.joes.or.jp service@joes.or.jp 

◇ベネッセコーポレーション「進研ゼミ」（幼稚園から大学受験まで対象） 

〒700-8686 岡山県岡山市南方 3-7-17 

こどもちゃれんじ・進研ゼミ 海外受講係 ☎(086)221-9710 

www.benesse.co.jp/zemi/kaigai 

◇NHK学園高等学校 

〒186-8001 東京都国立市富士見台 2-36 

☎(042)573-8111（代） 

www.n-gaku-jp/sch/ 

◇河合塾国際教育センター（ISEK） 

通信添削、海外模試、情報誌、カウンセリング 

〒155-0031 東京都世田谷区北沢 1-19-20 

☎(03)3469-0581 Fax(03)3469-0988 

www.kawai-juku.ac.jp/kikoku/ 

◇駿台国際教育センター 

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 2-5-4 

お茶の水中央ビル 1F 駿台予備学校通信教育部海外受講係 

☎(03)5259-3430 Fax(03)5259-3064 

www.sundai-kaigai.jp/kokusai/school.html 

◇公文式教室 

算数・数学、国語、英語が日本語で受けられる Needham校もある。 

Kumon education center 

☎1-800-222-6284（1-800-ABC-MATH） 

www.kumon.com Zip Code で検索 
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▼College の ESL クラスで

勉強 

州の Community College で

ESL のクラスがあるのを見つ

け、子供が学校に行っている午

前中のクラスに参加しました。

宿題やレポート等とても大変

でしたが、がんばって続けまし

た。他の国の友達もたくさんで

き、学生気分を味わうこともで

き、とてもいい体験になりまし

た。 

趣味と教養（Adult Education） 
 

アメリカの社会教育制度はすばらしく充実している。ほとんどの市や町には

‘Community Education’と呼ばれる部門があり、幼児から老人まで安い費用

で参加できる講座や教室を開いている。また、社会人の教育を目的とした大学の

Extension Schoolや Community College、Adult Education Centerなどで

は、だれでも気軽に学ぶことができる。この恵まれた機会を大いに利用していろ

いろな体験をしてほしい。 

 

●コミュニティ・エデュケーション・プログラム 

（Community Education Program） 

各自治体が独自のプログラムを作っていて、スポーツから文学・音楽・美術・

料理・クラフト・ビジネス・自動車教習などあらゆるコースがそろっている。春・

夏・秋・冬とそれぞれコース紹介の冊子が各家庭に郵送されるので、好みのも

のを選び申し込む。Education Centerのほか、夜間は公立の中学校や高校

の教室を使って行われることもある。他の町のコースも受講することができるが、

その場合その地域に住んでいる住民が優先され、受講料も若干割高になる。 

 

●英語（ESL）クラスがある大学・団体 

・ Cambridge Center for Adult Education（Cambridge） 

☎(617)547-6789 www.ccae.org 

・ Brookline Adult＆Community Education（Brookline） 

☎(617)730-2700 www.brooklineadulted.org 

・ Boston Center for Adult Education（Boston） 

☎(617)267-4430 www.bcae.org 

・ Middlesex Community College（Bedford） 

☎1-800-818-3434 www.middlesex.mass.edu 

・ Newton Community Education（Newton） 

☎(617)559-6999 www.newtoncommunityed.org
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▼Tutor というよりは 

お友達 

Linda さんと知り合って、かれ

これもう 1 年。私のぶつぎり英

語を辛抱強く聞いてくれるし、

テキスト使用の勉強よりは会

話を重点にという私の希望を

聞いてくれ、娘の結婚式の話か

ら昨日のテレビの話まで、とに

かくいろんなことを話してい

ます。また一緒に買い物に行っ

たり、ランチを食べに行ったり

など、先生と生徒というよりは

友達同士。来月は Tutor を始め

て 1 年目のアニバーサリー。お

祝いにパーティーをするつも

りです。 

●美術・クラフト 

・ DeCordova Museum School（Lincoln） 

☎(781)259-0505 www.decordova.org 

・ School of the Museum of Fine Arts（Boston） 

☎(617)267-6100 / 1-800-591-1474 www.smfa.edu 
 

●音楽 

・ New England Conservatory（Boston） 

☎(617)585-1100 www.newenglandconservatory.edu 

・ Berklee College of Music（Boston） 

☎(617)266-1400 www.berklee.edu 

・ Powers Music School（Belmont） 

☎(617)484-4696 www.powersmusic.org 
 

●市営、町営図書館（Library）の利用法 

こちらの人は図書館を自宅の本棚のような感覚で利用する。映画、アート展覧

会などの色々な催しや、子供達のためにはストーリーテラー等もある。また、比

較的大きな町の図書館では、ボランティアによる英語の無料チューター

（Tutor：個人教授）システムがある。これはESLの人や、英語の読み書きので

きない人を対象に設けられたシステムであり、英語を母国語とする人が、約 1

ヶ月の研修を受けてチューターとなる。このシステムを利用するには、まず図

書館に直接行くか、または電話で申し込み、アポイントメントを取る。このアポ

イントメントで、生徒がどのくらいの英語力があるか判断される。その時に、勉

強方法やどの位上達したいかなるべく具体的に述べるとよい。その後、チュー

ターから直接連絡がある。日時や教材等はチューターと相談して決めるとよい。

このシステムは自分の住む地区以外の図書館でも受けられる。混んでいる時

は、4～6 ヶ月位待たされる事もある。メンバーになると図書館から定期的にイ

ベントや読書会の知らせなどが来るので、これらも利用するとよい。 
 

●その他、図書館の利用の仕方 

・ 身分証明書を見せて図書館カードを作ってもらう。 

・ 本、CD、映画DVD、E-Book等が借りられる。期限を過ぎると延滞料金をと

られる（町によって期限や延滞料金が違うので注意すること）。 

・ ミュージアムの割引または無料パスカードが借りられる。当日または前日に

図書館にパスカードを借りにいき、その日のうちに図書館へ返却する（返却

ポストに入れてもよい）。返却しなくてもよいパスカードもある。
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アメリカ国歌、忠誠のことば 
 

アメリカ国歌は、スポーツの試合が始まる前はもちろん、いろいろな場合に演

奏される。星条旗への愛着は、忠誠を誓う言葉と共に、生活に溶け込んでいる。

国歌が演奏されている間は起立して敬意を表すのが国際マナー。 

 

 

 

 

●The Star‐Spangled Banner （Francis Scott Key／John Stafford Smith）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●忠誠のことば（Pledge of Allegiance） 

I pledge allegiance to the flag of the United States of America and to the republic for which it 

stands, one nation, under God, indivisible with liberty and justice for all. 

私は、国民の自由と正義とともに、神のもとに不可分なひとつの国家を象徴するアメリカ合衆国の国旗と共和

国への忠誠をここに誓います。
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●その他セレモニーの時によく歌われる歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    


